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1.はじめに 

 最近では，設計基準強度が 120～150N/mm 2
のコン

クリートが開発されており，コンクリート構造物に

適用されるグラウトにも高強度化が求められている．

高強度のグラウトを製造にするためには，水セメン

ト比を小さくする必要があるが，一方では粘性が増

し流動性も低下する． 

本研究は，配合の違いがグラウトの粘性および強

度に及ぼす影響を明らかにすることを目的としてい

る． 

2.実験方法 

使用材料は，超高強度コンクリート用として使用実

績のあるシリカヒュームをプレミックスした低熱系

セメント，および山形産硅砂 5 号，ポリカルボン酸系

の高性能減水剤(Ad)を用いることにした．超高強度グ

ラウトの製造において練り混ぜの極限と考えられる

水セメント比(W/C)12～20%に設定し，砂セメント比

(S/C)を 0～30%，高性能減水剤の量をセメント量の 

1～2%に変化させて実験を行った． 

 グラウトの練り混ぜには，回転数が 1300min-1 のハ

ンドミキサーを用いた．練り混ぜは 1 バッチ当たり 3

リットルで行い，使用材料を鋼製のペール缶に投入し

て 5 分間行った．5 分間練り混ぜた後に，グラウトの

流動性を計るためにフロー試験を行った．さらに，圧

縮強度用の供試体を 3 本製作して標準養生を行い，材

齢 28 日に圧縮強度試験を行った． 

3.実験結果および考察 

3-1 フロー値と水セメント比の関係 

 高性能減水剤の添加量をセメント質量の 2.0%に設

定して，W/C を 12%，13%，15%，16%，18%，20%，

S/C を 0%，10％，20％，30%に変化させた場合の実験

結果を図-1 に示している．実験から得られた各 W/C

とフロー値の関係からは S/C の変化がフロー値にあま 

り影響を与えていないと判断される．図-2 は，図-1 の 
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図-2フロー値と W/C の関係 

図-3 フロー値と W/C の関係 

図-1フロー値と W/C の関係 
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実験データをまとめてプロットし，さらに近似 

曲線を表したものである．相関係数は 0.93 にな

っておりW/Cとの相関性が認められる．図-3は，

S/Cを 0%に設定して，高性能減水剤を1.0%，1.5%，

2.0%に変化させた場合の実験結果を示している．

回帰直線の傾きの違いは，ほとんど認められな

かった．高性能減水剤の量が増加するとフロー

値を全体的に押し上げる傾向が見られる． 

3-2 圧縮強度と水セメント比との関係 

表-1 には，圧縮強度試験結果を示している．

圧縮強度は，3 本の供試体の平均値で表している．

試験の結果は 150N/mm2 以上のものが多かった 

が，表中には 150N/mm2 を下回るものも確認され

た．図-4 は高性能減水剤を 2.0%にして，S/C を

10%，20%，30%に変化させた場合の圧縮強度と 

W/C の関係を示している．W/C が 12%～15%の間

では，強度のばらつきが大きく圧縮強度が

150N/mm2 以下も見受けられる．一方，水セメン

ト比 16%～20%の範囲においては強度のばらつ

きが小さくなっており，強度は 150N/mm2 以上と

なっている．図-5 は S/C を 0%にして，高性能減

水剤をセメント量に対し 1.0%，1.5%，2.0%添加

した場合の圧縮強度と水セメント比の関係を示

している．高性能減水剤の割合が 1.0%，1.5%，

2.0%の順に強度も変動が大きい結果となってい 

る． 

4.結論 

今回の行った実験の範囲から以下のことが 

結論として得られた． 

(1)フロー値と W/C との相関性は高いことが確          

認された．また S/C がフロー値に及ぼす 

影響が小さい結果となった． 

(2) W/C が 12～18％の範囲においては，強度に 

関して水セメント比則があてはまらないこ   

とが確認された． 
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表-1 圧縮強度試験結果  

図-4 圧縮強度と水セメント比の関係 

図-5 圧縮強度と水セメント比の関係 
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W/C(%) 12 13 15 16 18 20
S/C0.1% Ad2.0%

強度(N/mm2)
S/C0.2% Ad2.0%

強度(N/mm2)
S/C0.3% Ad2.0%

強度(N/mm2)
S/C 0%Ad 1.0%

強度(N/mm2)
S/C0% Ad 1.5%

強度(N/mm2)
S/C0% Ad 2.0%

強度(N/mm2)

145.6 124.5 155.0 186.5 186.4 186.8

190.4192.6182.1195.9183.8169.8

160.4 147.5 173.6 173.1

172.9 96.8

154.9 150.6 185.4 164.1

180.7 172.9

189.7 179.7

189.7 189.1

183.2 140.1

146.0 179.7 185.4 186.1

177.8 187.5

注) 下線を付けた数値は強度が 150N/mm2 以下を表している 
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